















○ 11/13・14 自動車シンポジウムのご案内 





11 月 13 日・14 日上海センター主催講演会・研究会 
中国の自動車産業―その過去・現在・将来を探る―のご案内 
講演会 
日  時●11 月 13 日(土)午後 2 時～6 時 
場  所●京都大学法経総合研究棟大会議室 
挨  拶●金田章裕  京都大学副学長･理事 
司  会●本山美彦  京都大学大学院経済学研究科教授 
講演１●丸川知雄  東京大学社会科学研究所助教授    中国式自動車製造法：日本との対比 
講演２●嶋原信治  元トヨタ自動車中国事務所首席総代表   トヨタ自動車の進出過程 
講演３●塩地  洋  京都大学大学院経済学研究科教授     中国における自動車流通 
    ●懇親会 
研究会 
日  時○11 月 14 日(日)午前 9 時 30 分～午後 5 時 
場  所○京都大学法経総合研究棟大会議室 
報 告１○高山勇一 現代文化研究所中国研究室室長  自動車産業政策 
報 告２○孫 飛舟 大阪商業大学総合経営学部助教授  3S・4S 店と自動車交易市場について 
報 告３○山口安彦 元本田技研工業中国業務室主幹   中国自動車企業の自主開発能力 
報 告４○大原盛樹 アジア経済研究所研究員       オートバイ産業の競争環境 
報 告５○上山邦雄 城西大学経済学部教授        日系メーカーの対中国戦略 
上海センター セミナーのご案内 
「メコン開発をめぐる東アジアの域内協力-メコン河委員会の活動を中心に-」 
日時 2004 年 11 月 18 日（木） 午前 10 時 30 分～12 時 
場所 京都大学吉田キャンパス 法経総合研究棟２階大会議室 
http://www.econ.kyoto-u.ac.jp/loc/campus-map.html 
講師 （社）海外農業開発コンサルタンツ協会 専務理事 的場泰信氏 
的場氏は、1995～99 年、メコン河委員会（旧メコン委員会を母体に発足）の初代事務局長
として活躍されました。参加を希望される方は「１１月１８日（木）の上海センターセミ
ナーに出席します」と明記いただきご氏名・ご所属をメールもしくはFAXにて 11 月 15 日
（月）までにご連絡ください。 
宛先は京都大学大学院経済学研究科上海センター北野宛です。 
E-mail: kitano@econ.kyoto-u.ac.jp FAX: 075-753-3492 
（文責 副センター長 北野） 
 
復旦大学で日米中三極シンポジウム開催 
























は台湾海峡問題について、台湾の「表面言和、漸進台独、去中国化（pretend ready for 
negotiations, incrementally push for independence and de-Chinalization）」方針に対し、
中国本土は「争取和、准備打、不怕拖（strive for peaceful solution, prepare for a military 
action, no afraid of dilatory tactics）」で対応しており、辛抱が大切と強調した。奥田代表
幹事は、北朝鮮問題をめぐる 6 カ国協議開催の労に対し、中国側に心から感謝の意を表明
した。 
（3）関西経済同友会は 1993 年以来今年まで 11 回にわたり、毎年ボストンでハーバード大
学ケネディ・スクールとシンポジウムを開催してきた。また中国とは、天安門事件の直後
から関西上海経済会議を大阪と上海交互に開催、今年で 9 回目を数えるとともに、上海市
の中堅幹部を WTO 加盟、IT 分野、万国博などの分野での研修を目的として大阪に受け入
れてきた。このような二国間の対話の積みかさねを背景に、中国をアジアでどう位置づけ
るか米国を引き込んで議論しようとの目的で、日米中 3 大学のシンポジウムが初めて実現
したものである。今後もこの貴重な試みが継続され、定着することが期待される。 
(村瀬哲司) 
